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第
二
十
四
谷

第
四
都

ハ四

O

四

前

輩

ミ
ル
の
翻
掛
皐
概
念

E 

}V 

の

経

済

皐

概

念

庄

太

夏B

米

田

(ー)

経
漕
撃
の
自
律
性
問
題

ミ
b
F

が
前
競
「
ミ
Y

の
枇
曾
血
T

概
念
」
巾
に
述
べ

L
如
〈
に
、

一
般
的
批
曾
科
拳
ご

L
1
枇
曾
向
学

ω概
念
を
樹
立

)

o

h

、
此
白
事
に
就
て
従
車
問
題
は
あ
る
が
、
J

つ
ま
h
は
コ
ン
ト
の
枇
曾
皐
論

ω影
響
に
よ
る
G
一
で
あ
る

F

畿
に
別
に
前
述
す
る
ζ

と
与
す
る
。
}

に
コ
ン
ト
は
枇
食
生
活
の
何
れ

ω方
面
も
、
或
は
副
曾
現
象
の
何
れ
の
部
類
も
、
之
を
全
世
ご
の
関
係
か
ら
切
b

し
た
る
は
、

然
る

離
L
て
箪
獅
に
考
察
す
る
じ
於

τは
.
到
底
正
賞
じ
認
識
し
得
ら
れ
る
も
の
で
な
(
、
只
全
館
ご
の
聞
係
に
於
て

考
祭
す
る
に
於
て
、
始
め
て
正
賞
に
認
識
し
得
ら
れ
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
枇
曾
の
科
事
的
研
究
は
先
7
其
の
杢

躍
的
一
般
的
考
察
か
ら
始
的
、
然
る
後
に
部
分
的
考
察
に
進
む
可
、
き
で
あ
る
ご
考
へ
、
ぞ
う
し
1
枇
曾
の
全
世
に
注

目
せ
守
[
τ
只
其

ω
一
方
面
を
切
b
離
し
て
研
究
す
る
唱
』
古
が
、

到
底
正
嘗
な
る
科
事
的
認
識
を
拠
へ
待
な
い
も

の
な
る
を
論
詰
す
る
一
例
ご
し
て
、
殊
に
古
典
経
済
半
官
批
評
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
ゆ
経
済
皐
批
許
に
よ
り

τ

見
る
ど
・
彼
は
枇
曾
の
税
率
ご
し

τは
只
一
献
曾
且
干
の
存
立
を
認
め
る

rり
で
、
経
済
皐
を
始
め
一
初
の
侍
京
市
の
枇

-、.

"-'" 



曾
科
事
的
も
特
殊
枇
曾
科
凪
干
の
科
率
的
存
立
を
、
否
定
す
る
も
の
、
如
〈
考
へ
得
ら
れ
る
。
併
し
夫
れ
が
巣

L
て

コ
V

ト
の
皆
同
意
で
ゐ
っ
た
か
は
問
題
で
あ
る

n

否
な
余
は
コ
ン
ト

ω皐
問
概
論
上
か
ら
見
一
1
、
寧
み
そ
う
で
め
る

制陣酬酬白副萄・・割問..  珂 圃 町 - - ・ 町 田 叩 附崎一一J 一 一

ま
い
正
推
察
す
る
o

が、

ご
に
か
〈
コ
ン
ト
は
特
に
特
妹
刷
曾
科
事
の
科
率
的
存
立
問
題
に
就
一
1
、
明
一
先
に
論
述

し
て
居
な
い
か
ら
.

上
に
越
べ

L
が
如
(
に
解
3
れ
て
も
仕
方
が
な
い
ご
一
五
ひ
得
ら
れ
る
。
術
ほ
ヨ
ン
ト
の
立
場

か
ら
考
へ
る
正
、
仮
A
T
特
妹
批
曾
科
血
干
の
存
立
を
認
め
る
己
[
て
も
、
夫

μ
は
み
」
〈
枇
曾
事
に
依
存
す
る
も
の
に

し

τ、
何
等
科
皐
的
自
律
性
を
有
し
な
い
も
の
ご
考
へ
待
ら
れ
る
。

hr
〈

τ
コ
y

ト
の
一
凪
曾
皐
概
念
の
如
き
も
の

を
承
認
し
て
枇
曾
科
事
論
を
立
て
る
ご
す
る
ピ
、
経
済
地
T

を
始
時
一
切
り
特
殊
一
枇
曾
科
事
の
自
体
性
は
問
題
ご
な

ム
リ
得
る
の
で
、
叉
質
際
上
問
題
ど
な
っ
て
論
議
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
ο

然
ゐ
に
今
ミ
U
F

は
一
方
に
於
て
は

前
枕
に
越
ぺ
し
如
(
に
、
根
本
的
に
は
コ
ン
ト
ゆ
枇
曾
準
概
念
を
承
認
し
て
、
彼
の
枇
曾
皐
概
念
を
立
て
る
吉
岡

時
に
、
他
方
-L
於

τ以
ヤ
ρ
η

ノ
根
本
的
じ
英
闘
停
来

ω経
隣
皐
概
念
を
侍
承
し
て
、
経
済
率
の
自
体
性
を
確
信
[

τ居
た

ωで
あ
る
o

然
ら
ば
彼
は
祉
曾
皐
に
劃
す
る
経
済
学
の
自
体
性
を
、
如
何
に
論
述
し
た
か
。
少
な
く
も
英

米
に
於
工
は
、
彼
は
此
の
問
題
を
論
越
せ
る
最
初
の
卒
者
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
一
枇
曾
科
曲
苧
論
の
徒
連
上
か

も
見
て
、
彼
の
思
想
を
考
究
す
る
こ
正
は
、
廃
史
的
に
甚
に
興
味
あ
る

ωみ
な
ら
干
、
茸
(
の
後
多
〈
の
枇
曾
皐
者

及
び
経
済
事
者
は
彼
の
思
想
を
是
認
し
1
居
た
の
で
あ
か
ら
、
一
此
に
今
日
獅
逸
に
於
て
雌
ん
に
論
究
さ
れ
て
居
る

経
済
血
平
方
法
論
の
上
か
ら
見
て
も
、
彼
の
思
制
加
は
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
此
蕗
に
彼
の
思

論

犠

事
ル
白
艇
商
躍
概
念

第
二
十
四
谷
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ミ
ル
由
経
済
畢
概
念

第
二
十
四
者

謎

論

，、
凶

第
四
腕

，、

想
を
考
究
す
る
ヨ
』
ご
は
、
現
在
的
に
も
亦
重
要
な
る
一
問
題
で
あ
る
。
備
は
枇
曾
肌
+
に
相
到
す
る
経
済
問
品
干
の
自
律
性

の
問
題
に
闘
す
る
ミ
戸
の
思
想
以
、
又
彼
の
批
曾
事
概
念
を
厳
密
に
理
解
す
る
匁
め
に
も
、
甚
に
重
要
な
る
も
の

で
あ
る
ο

併
し
此
の
問
題
仁
関
す
る
彼
川
町
田
山
怨
は
、
特
殊
一
枇
曾
科
皐
の
論
理
的
一
般
性
に
閲
す
る
彼
の
思
想
に
基

い

τ、
立
て
ら
れ
て
居
る

ωで
あ
る
か
ら
、
此
践
に
先
づ
後
者
か
ら
考
察
し
始
め
る
-
』
ピ
ピ

t
品。

(二)

特
殊
枇
曾
科
撃
の
論
理
的
一
般
性

却
設
苫
き
に
通
ぺ

L
知
〈
、

ミ
ル
は
枇
曾
科
問
中
の
研
究
法
ご
し
て
は
、
彼
が
化
率
的
或
は
賞
験
的
方
法
正
裕
す

る
も
の
、
及
び
幾
何
事
的
或
は
抽
象
的
方
法
ピ
稽
す
る
も
の
を
排
斥
し
、

そ
う
L
て
彼
が
物
理
率
的
方
法
或
は
具

健
的
・
術
師
件
法

t
穆
す
る

b
の
、
及
び
歴
史
的
方
法
或
は
逆
前
締
法
正
都
す
る
も
の
を
以
て
、
枇
曾
科
事
に
通
切
な

方
法
己
見
る

ωで
あ
る
が
・
然
る
に
具
髄
的
泌
総
法
及
び
逆
演
絡
法

ω如
き
、
其
の
論
理
率
的
性
質
の
相
異
な
れ

る
ニ
方
法
を
以

τ‘
均
し
〈
耐
曾
科
事
の
趨
切
な
方
法
ご
認
め
る
に
於

τは・
つ
ま
h
枇
曾
科
皐
は
論
理
組
一
・
的
或

は
方
法
論
的
に
、
根
本
的
に
二
組
に
大
別
さ
れ
る

e

』
子
炉
)
承
胡
附
す
る
こ
ご
に
な
る
ο

共
の
一
は
共
鰹
的
前
線
法
を

用
ひ

τ娃
設
さ
れ
る
枇
曾
科
事
に
し

τ、
北
〈
の
二
は
逆
泌
総
法
或
は
歴
史
的
方
法
を
用
ひ
て
建
設
さ
れ
る
枇
曾
科

事
で
ゐ
る
。
然
る
に
後
者
は
郎
も
前
就
に
於
て
越
べ
し
如
く
、

一
般
的
批
曾
科
準
ご

Lτω
枇
曾
事
で
あ
る
こ
す

れ
ば
、
前
者
は
即
ち
特
殊
枇
曾
科
卒
ご

L
て

ω経
隣
接
a

及
び
其

ω他
の
枇
曾
科
目
学
で
あ
る
可
き
で
あ
る
。
か
く
て

-、，
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枇
曾
曲
学
己
特
殊
乱
肌
曾
科
卒
と
の
差
別
は
、
論
理
的
方
法
の
上
か
ら
見
れ
ば
、

つ
ま
h
逆
演
鰐
法
三
直
接
演
締
法
或

は
具
園
田
的
成
締
法
己

ω差
別
に
蹄
着
す
る
の
で
ゐ
る
o

ぞ
う
し
て
逆
前
梓
法
に
よ
h
℃
建
設
さ
れ
る
枇
曾
血
干
の
論

理
的
一
般
性
は
、
前
焼
に
於
て
遮
ぺ
し
が
如
き
も
の
で
ゐ
る
が
、

然
ら
ば
直
接
抗
梓
法
或
は
具
憶
的
抗
料
法
に
よ

-
り
て
建
設
さ
れ
る
特
殊
枇
曾
科
撃
の
論
理
的
一
般
性
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

先
づ
第
一
に
先
天
的
泌
総
の
一
鱒
系
正
し
て
考
ら
れ
る
枇
曾
科
準
は
、
確
質
な
る
噛
時
見

ω科
卒
で
は
ゐ
h
得

な
い
で
、
只
傾
向
の
科
問
中
で
あ
h
得
る
だ
け
で
ゐ
る
こ
己
は
明
白
で
あ
る
o

吾
人
は
人
牲
の
法
則
を
枇
曾
の
輿
へ

抑制幽岬幽船山叫叫州..，.w_，^"，，，..， ι仙 川 町 同 F 町

ら
れ
た
る
一
昨
航
路
の
諸
事
情
仁
迎
用
す
る
こ

E
じ
よ
り
て
、
特
殊
的
一
原
因
が
若

L
反
劃
原
因
凶
作
用
に
よ
ち

τ

一
定
の
仕
方
に
て
作
用
す
る
で
あ
ら
う
ご
論
結
し
得
る
・
併
し
吾
人
は
決
し
て
、
如

妨
げ
ら
れ
る
に
あ
ら
ず
ば
、

何
な
る
範
国
或
は
度
合
ま
で
、
並
(
ゆ
原
因
が
其
の
一
定

ω仕
方
に

τ作
用
す
る
で
ゐ
ら
う
か
を
確
知
f
号
、
三
は

山
家
な

ν、
又
反
謝
原
因
の
作
用
が
夫
れ
を
妨
げ
な
い
こ
子
伊
』
、
確
貨
に
断
言
す
る
こ
£
が
出
来
な

ν。
是
れ
吾

人
は
其
の
原
因
ピ
共
存

L
得
る
一
切
の
原
因
を
、
大
凡
で
蕗
知
す
る
こ
三
苫
へ
も
出
来
な
い
か
ら
で
、
叉
苫
は
ど

多
〈
の
総
合
さ
れ
た
る
諸
原
闘
の
集
合
的
結
果
を
測
定
す
る
こ
ご
は
、
術
ほ
さ
ら
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

L

か
も
珠
見
に
は
不
充
分
な
る
知
識
も
、
貸
際
的
指
導
に
帆
到
し
て
は
甚
江
有
益
で
ゐ
h
得
る
o
会
館
吾
人
は
個
人
の

事
柄
正
同
じ
〈
枇
曾
凶
一
事
摘
を
賢
明
に
世
田
置
す
る
匁
め
に
は
、
吾
人
が
吾
人
の
行
動
の
結
果
を
、
桐
明
り
得
な
い
程

確
貨
に
謙
知
す
る
正
一
耳
ふ
-
=
」
は
必
要
で
な
い
o

吾
人
は
失
敗
す
る
が
も
知
れ
な
い
手
段
に
よ
h
p

て
・
吾
人
の
目

六
回
三

第
凶
韓

第
二
十
四
血
管

七

論

議

ミ
ル
の
組
済
串
概
念
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第
二
十
四
容

ミ
ル
白
植
樹
串
櫛
怠

六
四
四

第
四
抗

λ 

論

讃

的
eT
這
せ
ん
さ
努
め
・
又
恐
ら
〈
は
決
し
て
柏
崎
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
危
険
に
劃
し
て
、
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
賞
際
的
政
治
山
り
主
回
目
は
つ
ま
b
、
其
の
傾
向
の
有
盆
な
る
事
情
の
出
来
る
だ
り
多
数
を
以
工
、
興
へ
ら
れ
た

る
枇
品
聞
を
包
み
、
其
の
傾
向
の
有
害
な
る
諸
事
情
を
出
来
る
に
げ
除
去
し
、
或
は
抑
制
す
る
司
』
正
で
あ
る
。
そ
う

L
て
只
北
(
等
の
諸
傾
向
の
知
識

ωみ
が
、
其
等
の
諸
傾
向
の
結
合
的
結
果
を
、
綿
密
に
は
激
見
す
る
よ
E
は
山
米

な
く
己
も
、

が
な
り
大
な
る
度
合
ま
で
疎
見
す
る
こ
ど
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
o

一l

併
L
傾
向
に
胸
し
て
き
え
も
・
例
外
な
L
に
総
て
の
枇
曾
に
迎
用
さ
れ
る
様
な
命
題
の
多
数
が
、
右
に
遁
吋
し

が
知
、
き
仕
方
に

τ、
設
定
し
得
ら
れ
る
ピ
考
へ
る
は
謬
見
で
ゐ
ら
う
o

是
れ
つ
ま

h
枇
曾
現
象
は
非
怖
に
越
化
し

易
き
も
の
に
し

τ、
更
に
此
曾
現
象
が
鍾
化
さ
れ
る
事
情
が
、
其
の
欽
甚
だ
多
〈
且
つ
荷
々
嫌
々
で
ゐ

εが
矯
め

で
あ
る
o

も
っ
と
も
此
曾
の
上
に
作
用
す
る
諸
原
因
は
一
般
的
に
は
無
数
で
ゐ
っ
て
も
、
枇
曾
の
何
れ
か
の
一
特

徴
に
影
響
す
る
諸
原
因
凶
一
欽
が
定
ま
っ
て
居
る
な
ら
ば
.
右
に
述
べ
し
事
は
ゐ
ま
ら
重
大
な
障
害
ご
は
な
ら
な
い

で
ゐ
ら
う
。
是
れ
兵
の
場
合
に
は
五
日
人
は
特
定
の
何
れ
の
此
曾
現
象
を
も
他
か
ら
切
ム
リ
離
し
、
そ
う
し
て
他
か
ら

擁
き
乱
さ
れ
る
こ
己
な
し
に
某
の
枇
曾
現
象
の
法
則
を
研
究
し
得
る
か

ιで
ゐ
る
o

然
る
に
賞
際
に
於
て
は
事
態

は
比
(
の
正
反
岨
到
で
ゐ
品
。
叶
枇
曾
的
朕
抽
出
の
何
れ
の
要
素
に
ゐ
ム
ツ
て
も
、
識
別
し
得
ら
れ
る
縫
な
度
合
で
之
れ
に
影

響
す
る
も
の
は
、
組
て
其
の
要
素
を
通
じ

τ
一
切
の
仙
の
諸
起
案
に
影
響
す
る
の
で
ゐ
る
。
総
て
の
枇
曾
現
象

u

諸
法
則
の
交
叉
に
よ
り
て
産
出
さ
れ
る

ωで
、
菅
人
は
一
の
批
曾
の
航
路
を
何
れ
の
関
係
に
於
て
取
扱
ふ
正
も
、

.、、.
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同
時
に
他
の
繕

τω
関
係
に
於

τ之
を
考
察
す
る
に
非
ら
宇
ば
、
決
L
て
理
論
に
於
て
理
解
す
る
-
」
ご
も
、
寅
際

に
於
て
左
右
す
る
こ
ご
も
出
来
な
い
o

何
れ
の
一
枇
曾
現
象
b
同
じ
枇
曾
の
朕
態
の
他
の
各
部
分
に
よ
・
り
て
大
な
h

小
な
り
影
響
さ
れ
、
放
に
又
同
時
的
枇
曾
現
象
の
何
れ
の
他
の
も
の
仁
も
影
響
し
っ
、
ゐ
る
各
原
因
に
よ
b
τ
、

大
な
り
小
作
ゆ
り
影
響
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
有
機
髄
の
諸
機
官
及
び
諸
機
能
の
間
に
存
立
す
る
ご
同
燥
な

合
致

(
n
oロ目
5
5
)
が
、
枇
品
開
の
諾
現
象
聞
に
も
存
立
す
る
o

そ
う
し
て
此
の
合
致
の
存
立
す
る
結
果
ご
し
て
、

二
つ
の
枇
曾
は
雨
者
世
包
み
、
叉
雨
者
に
影
響
す
る
一
切

ω
諸
事
情
に
於

τ、
同
様
で
ゐ
ち
得
毛
仁
非
ら
や
，
は
、

雨
枇
舎
の
一
の
枇
曾
現
象

ω
一
部
分
が
、
他
の
赴
曾
の
一
耽
曾
現
象
の
一
部
分
ピ
、
精
蜜
に
針
路
す
る
ご
云
ふ
ニ
ご

は
、
偶
然
に
非
ら
十
ば
、
有
b
得
な
い
で
あ
ら
う
。
如
何
な
る
原
因
も
雨
枇
曾
に
於
て
、
椅
蜜
に
同
一
の
結
巣
を

産
出
じ
な
い
で
あ
ら
う
。

炉
〈
て
演
梓
的
枇
曾
科
事
は
、
何
れ
の
原
悶
の
結
果
を
も
、
普
遍
的
な
仕
方
に
て
言
明

す
る
一
の
定
理
を
設
定
せ
ん
ご
す
る
の
で
な
(
.
寧
ろ
如
何
に

Lτ
、
何
れ
か
の
奥
へ
ら
れ
た
る
場
合
の
諸
事
情

に
劃
す
る
通
蛍
な
る
定
理
を
構
成
す
可
活
か
士
、
吾
人
に
貌
へ
ん
ご
す
る
の
で
ゐ
る
。
夫
れ
は
一
般
的
に
枇
曾

ω

法
則
を
奥
へ
ん
芭
す
る
の
で
な
〈
、
何
れ
か
の
奥
へ
ら
れ
た
る
批
曾
の
現
象
を
、
其
の
一
批
曾
の
特
殊
的
諸
要
素
或

は
典
料
か
ら
、
決
定
す
る
手
段
を
奥
へ
ん
正
す
る
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
演
絡
的
凪
曾
科
事
に
よ
b
て
構
成
さ
れ
得
る
一
切
の
一
般
的
命
題
は
、
最
ご
も
殿
蜜
な
る
意
味
に

τ般

設
的
命
題
で
ゐ
る
o

共
等
の
命
題
は
仮
定
的
に
結
合
企
れ
た
る
議
事
情
の
一
組
に
基
い
て
立
て
ら
れ
、
県
へ
ら
れ

第
二
十
四
番

ハ
四
五

茄
凶
腕

j， 

面講

叢

ミ
ル
の
紹
椀
臥
中
批
念

‘司
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論

輩

事

ル

P
紹
情
事
棋
愈

第
ニ
十
四
書

ハ
凹
六

第
四
蹴

凹

O 

た
る
戎
原
因
が
、
他
の
何
等
の
原
因
も
之
れ
ピ
結
合
し
な
い
ご
俄
定
さ
れ
る
場
合
に
、
業
等
の
諸
事
情
の
中
に
如

何
に
作
用
す
る
で
あ
ら
う
か
を
宣
告
一
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
者

L
似
定
吉
れ
柁
る
諸
事
情
の
其
の

組

が
、
現
賞
に
存
立
す
る
何
件
か
の
枇
曾
り
議
事
怖
か
ら
鋭
寓
さ
れ
た
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
夫
れ
に
基
い

τ立
τら

れ
た
る
論
結
は
其
り
一
枇
品
目
に
就
て
異
質
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
但
し
夫

μ
は
北
等

ω諸
事
情

ω結
巣
が
、
時
酌
さ
れ

な
か
っ
た
他
の
諸
事
情
に
よ

bτ
越
真
さ
れ
な
い
w

場
合
一
に
於

τ、
叉
超
克
さ
れ
な
い
以
上
に
於

τ云
は
れ
る
の
で

あ
る
o

紛
は
か
、
る
場
合
に
、
吾
人
は
具
鵠
的
異
理
に
真
に
一
暦
逗
づ
か
ん
ご
す
る
に
於
て
は
・

只
具
健
化
す
る

諸
事
情
の
真
に
大
な
る
数
を
考
察
に
入
れ
る
こ
ピ
、
或
は
入
れ
ん
さ
努
力
す
る
ニ
正
に
よ
り
て
の
み
、
之
を
望
み

得
る
の
で
の
る
。

併
し
吾
ん
が
協
力
す
る
諸
原
凶
の
盆
々
多
〈
の
教
の
結
川
端
eg・
考
察
に
入
れ
い
ん
ョ
と
す
る
仁
於

τ、
吾
人
の
論
結

の
不
確
質
性
が
如
何
に
加
速
附
に
階
大
す
る
か
を
考
へ
る
ご
.
吾
人
が
依
て
以
て
枇
曾
科
卒
の
一
般
的
定
理
を
設

定
す
る
諸
事
情
の
仮
設
的
結
合
は
、
あ
ま
り
後
合
的
な
も
の
で
は
有
h
得
な
V

こ
ご
が
明
ら
か
に
魔
ら
れ
る
。
其

の
結
合
の
耕
民
合
性
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
吾
人
が
設
に
陥
る
可
能
性
は
甚
だ
迅
速
に
増
長
し
て
‘
聞
も
な
〈
吾

人
の
論
結

ω債
拍
叫
が
会
〈
消
滅
せ
ね
ば
な
ら
な
(
な
る
G

さ
れ
ば
此
の
楠
の
研
究
方
法
は
、

一
般
的
命
題
を
牧
得

す
る
一
手
段
ご
し
て
鬼
れ
ば
.
僻
A
7
4
凡
の
設
を
受
け
て
も

的
事
賓
の
諾
部
類
の
如
〈
に
、

枇
曾
的
事
質

ω
一
定
の
諸
部
類
、
郎
も
他
の
枇
曾

一
切
り
枇
曾
科
率
的
諸
原
因
に
よ

b
て
影
響
さ
れ

τ居
て
も
、
少
な
〈
ご
も
主
ピ

-、

• • • ~ s 



し

τは
、
只
小
数
の
枇
曾
科
皐
的
原
因
の
「
直
接
」
な
影
響
の
下
に
ゐ
る
枇
曾
的
事
貨
の
諸
部
頬
に
限

hτ
、
適
用

さ
れ
ね
ば
な
ら
見
。

l国働a副幅制湖酬縄鍋白幡-咽・・開伊"ー一--ーーー一一一一ー一一一--

併
し
枇
曾
現
象
聞
に
普
遍
的
「
合
致
」
の
存
在
す
る
に
係
ら
守
、
又
夫
れ
が
柏
崎
め
に
、
何
れ
の
枇
曾
に
あ
h
て
も

其
の
文
明
及
び
一
枇
曾
的
進
歩
の
一
般
的
蹴
態
が
、

一
切
の
部
分
的
及
び
従
位
的
現
象
の
上
に
軍
大
な
る
勢
力
を
有

す
る
に
係
ら
や
，
、
一
肱
曾
的
場
貨
の
諸
純
類
が
一
般
に
、
直
接
に
は
叉
第
一
に
は
、
夫
れ
夫
れ
相
異
な
れ
る
原
闘
に

依
存
し
、

か
〈
て
夫

μ
夫

μ
別
々
に
研
究
さ
れ
る
一

-
t
が
一
一
営
仁
有
盆
で
ゐ
る
ご
一
古
ふ
に
り
で
な
〈
、
市
民
に
そ
う
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ピ
も
亦
同
等
に
異
質
で
め
る
o

且
疋
れ
吾
人
の
身
植
に
就

τ、
吾
人
が
主
要
請
機
官
及
び
諸
組
織

の
各
々
の
生
理
血
中
及
ひ
病
理
事
(
各
機
官
及
組
織
が
総

τの
他
の
機
官
及
び
組
織
の
紋
態
に
よ

bτ
影
響
さ
れ
て

居
る
に
係
ら
す
、
叉
身
鱒
有
機
健
の
特
殊
な
糟
質
及
び
一
般
的
舵
康
蚊
態
が
‘
何
れ
の
特
殊
機
官
の
欣
態
を
決
定

す
る
に
於
て
も
‘
其
の
局
部
的
原
因
ピ
協
力
L
、
且
つ
屡
々
之
を
左
右
す
る
に
係
ら
十
)
を
別
々
に
研
究
す
る
の

正
、
ま
さ

L
〈
同
様
で
あ
る
。
そ
ヲ

L
て
右
の
考
量
に
基
い
て
司
此
蕗
に
一
批
曾
科
撃
的
考
究
の
、
夫
れ
夫
れ
獅
立

し
て
居
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
・
併
し
夫
れ
夫
れ
明
か
に
区
別
苫
れ
る
諸
分
枝
或
は
諸
部

ω存
立

ω仲

E
2
広
島
ω
昨日ロのけ

Eι
加
。
盲
目
H
F
H
Y
O
Z
問
『
ロ
O
同

E
ι
4
2
ι
E
H
F
F
R
Wロ
各
自
。
司
号
官
注
目
印
ロ
官

(岳
o
g
a
a

。円旬。。
5
F
m
H
S
H

者
向

B
F
Z
Oロ
)
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ミ
戸
は
以
上
過
ぺ
来
・
り
し
が
如
善
意
味
に
て
、
特
殊
一
刑
曾
科
卒

ω論
理
的
性
質
を
一
般
的
に
規
定
し
、
叉
某

ω

被

歯

ミ
ル
山
紐
情
串
概
念

第
二
十
四
番

ハ
四
七

第
凶
山
碑

jtLJ 

-も.
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論

叢

ミ
ル
白
瞳
湾
畢
概
念

第
三
十
四
巻

ハ
四
λ

第
四
披

四

科
準
的
自
律
性
を
論
述
し
て
居
る
の
で
ゐ
品
。
そ
う
し
て
其
の
詳
し
き
批
評
は
後
に
論
池
す
る
が
、
此
慮
に
只
注

意
し
た
き
は
、
彼
が
特
殊
枇
曾
科
仙
宇
の
自
律
性
を
有
機
惜
の
主
要
請
機
{
白
及
び
諸
機
能
の
各
々
の
生
理
学
及
び
病

理
学
・
営
、
別
々
に
研
究
す
る
ご
云
ふ
正
岡
じ
怠
味
に
解

1
て
居
る
ニ
正
で
あ
る
G

併

L
特
殊
枇
曾
科
事
の
自
体
性

を
、
只
お
の
如
、
さ
意
味
に
解
す
る
だ
け
で
・
川
唱
し
て
其
の
自
体
性
が
確
立
さ
れ
た
ご
云
ひ
得
ら
れ
る
で
ゐ
ら
う

か
o

若
し
各
特
殊
枇
曾
科
事
は
他
の
特
殊
枇
命
科
削
宇
に
野
し
、
又
枇
曾
皐
に
醐
到
し

τ、
只
右
の
知
書
意
味
に

τ回

別
さ
れ
る
だ
け
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
果
し
て
異
に
科
率
的
自
体
性
を
有
す
る
ぜ
一
耳
ひ
得
ら
れ
る
で
ゐ
ら
う
か
。

" 

ン
ト
ご
一
去
へ
ど
も
右
の
意
味
?
ら
ひ
で
は
特
殊
枇
曾
科
壌
の
自
律
性
を
認
め
て
居
た
こ
ぜ
は
疑
は
れ
な
い
。
か
〈

て
ミ
ル
の
鬼
解
ピ
コ
ン
ト

ω鬼
解
正
の
問
に
は
・
賞
質
上
大
し
た
差
異
は
な
V

こ
ご
に
な
る
。
そ
う

Lτ
コ
ン
ト

の
見
解
を
排
し
て
、

ミ
ル
の
見
解
を
正
賞
己
認
め
る
多
〈
の
枇
曾
事
者
や
経
済
事
者
の
腕
鬼
は
、

つ
ま
'
り
は
皮
相

的
な
も
の
?
あ
る
正
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
特
殊
枇
曾
科
事
が
科
学
的
自
体
佐
世
有
す
る
ご
主
張
す
る
以

t
は
、
共

の
自
律
性
な
る

b
の
は
、
ミ
ル
が
考
へ
る
よ
り
は
以
上
の
意
味
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
ゐ
る
ま
い

か
。
向
は
余
は
ミ
ル
の
特
殊
枇
曾
科
事
諭
に
は
、
重
大
な
る
矛
盾
が
合
ま
れ
て
居
る
ご
忠
ふ
。
併
し
夫
れ
は
後
仁

伎
の
見
解
を
詳
し
(
批
評
す
る
場
合
に
越
べ
る
一
』
三
、
ー
し
て
、
此
慮
に
は
瓦
に
彼
が
特
に
詳

L
〈
論
述

L
て
居
る

経
済
事
り
概
念
仏
品
ぴ
方
法
に
就
C
考
察
じ
・
彼

ω特
殊
舵
曾
科
削
学
論

ω意
味
を
一
一
暦
具
飽
的
に
究
明
し
た
い
ご
思

寸

ふ
o 

刷、

， ー司.， 



(三)

経
漕
鼠
干
の
概
念

ミ
片
は
彼
の
特
殊
枇
曾
科
事
詩
酬
の
主
旨
を

特
に
経
済
師
宇
に
就

τ詳
し
〈
論
述
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
が
、
今
後

の
諭
す
る
蕗
に
よ
る
さ
、

此
蕗
に
枇
曾
現
象
の
一
大
郎
絹
が
あ
っ
て
、

夫
れ
に
於
て
は
在
接
に
決
定
す
る
原
因

は
、
主
記
し
て
富
の
欲
望
を
通
じ
て
作
用
す
る
も
の
に
し
て
、
又
夫
れ
に
於
て
行
は
れ
る
主
要
な
る
心
理
準
的
法

t
;
・

H
Mハ
ド
ド

よ
h
大
な
る
利
得
は
よ
り
小
な
る
利
得
よ
り
も
選
ば
れ
る
Z
一
疋
ふ
、
熟
知
さ
れ
た
る
法
則
で
ゐ
る
o

云
ふ

ま
で
も
な
〈
か
、
る
刷
品
目
現
象
山
一
大
部
類
Z
は
、
卸
も
人
知
加
の
産
業
的
戒
は
生
産
的
行
動
よ
ム
リ
生
起
し
、
叉
北
〈

等
の
産
業
的
行
動
の
生
産
物
の
分
配
(
暴
力
に
よ
り
て
影
響
百
れ
子
、
或
は
任
煮
贈
奥
仁
よ
り
て
改
麹
さ
れ
な
レ
以

上
)
が
.
依
て
以
て
行
は
れ
る
人
類
の
行
動
か
ら
生
起
す
る
慮
の
枇
曾
の
現
象
の
一
部
分
で
あ
る
。
ぞ
う
L
て
吾
人

は
右

ω人
性

ω心
理
事
的
法
則
及
び
主
要
な
る
外
部
的
事
情
(
其
の
法
則
を
週

ι
T人
心
の
上
に
作
用
す
る
彪
の
)

か
ら
推
論
す
る
こ
ど
に
よ
h
て
、
枇
曾
の
現
象
の
其
の
部
品
川
を
、
夫
れ
が
只
共
等
の
外
部
的
事
情
に
の
み
依
存
す

る
以
上
、
設
明
し
珠
見
す
る
こ
正
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

か
〈

τ此
の
場
合
に
は
‘
吾
人
は
枇
曾
の
他
の
外
部
的

事
情

ω何
れ
の
も
の
、
影
響
を
も
看
過
し
、
且
つ
又
特
に
注
目
す
る
其
等
の
事
情
の
始
源
を
求
め

τ、
寸
肱
曾
叫
肌
態

の
他

ω事
貨
に
遡
る
喧
」
正
も
・
亦
茸
〈
等
の
事
情

ω結
果
正
、
他
的
何
れ
の
事
怖
が
交
渉
し
て
之
を
打
ち
消
し
、
或

は
麺
哀
し
得
る
仕
方
を
掛
酌
す
号
、
正
も
、
敢
て
し
な
い
の
で
ゐ
る
。

ぞ
う
し
て
此
の
如
〈
に
し
て
枇
曾
科
事
の

ijj自

強

第
二
十
閥
巷

巴l
コ

h

四
九

第
四
糠

ミ
ル
由
綿
油
開
皐
概
念

.‘. 

・"



論

議

ミ
ル
の
結
時
皐
概
念

第
二
十
四
を

万
五

O

第
四
腕

四
四

一
分
技
或
は
一
部
門
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
が
郎
ち
経
済
事
ご
都
せ
ら
れ
る
も
の
で
ゐ
る
o

今
枇
曾
現
象
の
右
の
部
分
を
他
の
一
切
の
部
分
か
ら
分
離
し
て
‘
之
れ
に
闘
す
る
赴
曾
科
撃
の
一
一
分
技
或
は
一

の
一
部
類
に
の
み
蹄
せ
ら
れ
る
結
川
市
を
確
知
す
る
こ
ど
が
、
甚

込
み
入
っ
た
ヌ
困
難
な
仕
事
に
し
て
、

先
ィコ

部
門
を
建
設
す
る
に
至
ら
し
む
る
動
機
は
・

つ
ま
h
共
等
の
枇
曾
現
象
は
少
な
〈
色
先
づ
第
一
に
は
、
主

r
L
て

只
事
情
の
一
部
類
に
の
み
依
存
し
て
居
る
ピ
云
ふ
こ
ピ
、
及
び
他
の
諸
事
情
が
干
渉
す
る
昨
で
も
、
只
右
の
事
情

夫
れ

r
uを
成
就
し

τ置
い
て
、
後
に
他
の
諸
説
情
り
及
ぽ
す
影
響
を
掛
酌
す
る
こ
ご
が
得
策
ピ
考
へ
ら
れ
る
古

E
ふ・』
iE
で
あ
る
。

経
機
撃
は
只
富
の
追
求
の
結
果
ピ

Lτ
起
る
が
如
き
、
枇
品
目
的
般
践
の
現
象
を
取
扱
ふ
も
の
に
し
て
、
そ
う
し

て
人
間
り
他
の
総
て
の
慾
情
或
は
動
機
を
全
(
看
過
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
位

L
常
に
富
の
慾
望
に
反
抗
す
る
原
理

ご
L
て
認
め
ら
れ
る
色
の
、
郎
も
労
働
の
捕
時
思
及
び
現
在
的
享
楽
の
慾
盟
に
げ
は
掛
酌
す
る
ο

是
れ
此
等
の
慾
望

は
他
の
慾
盟
の
如
(
、
只
時
々
-
富
の
追
求
己
衝
突
し
て
(
る
ご
云
ふ
だ
り
で
な
(
、
常
に
之
れ
に
作
ふ
て
之
れ

を
邪
魔
し
或
は
障
害
し
、

hr't
て
宮
の
追
求
の
考
慮
中
に
は
不
可
離
的
に
混
F
っ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
o

経
済
事

は
人
間
を
只
出
品
の
獲
得
及
ぴ
消
費
に
の
み
、

努
力
し
て
居
る
も
の
ざ
し
て
考
察

L
、
者

L
右
の
勤
機
が
上
仁
述
べ

、同r..'-'. 町 一一一

L
一
一
つ
の
恒
常
的
反
掛
動
機
に
よ
b
て
妨
げ
ら
れ
る
度
合
に
於
て
の
外
は
、
人
間
の
行
動
の
絶
劃
的
支
血
者
で
め

る
な
ら
ば
、
枇
曾
に
於
て
生
活
す
る
人
聞
は
、
如
何
な
る
行
動
ゆ
方
向
に
推

t
進
め
ら
れ
る
か
を
一
不
き
ん

Z
す

-、

> a 



る
。
盤
情
皐
は
右
の
慾
些
の
影
響
の
下
で
、
人
聞
が
如
何
に
富
を
巣
積
し
、
其
の
富
を
他
の
宮
の
生
産
に
使
用

し
、
相
互
の
合
意
に
よ
り
て
財
産
制
度
を
裁
可
し
、
暴
力
又
は
詐
欺
に
よ
ち

τ他
人
の
財
産
を
侵
害
す
る
ミ
ピ
を

禁
ず
る
法
律
を
制
定
し
、
労
働
の
生
産
能
力
を
増
加
す
る
縛
め
の
柿
々
な
る
工
夫
施
設
を
採
用

L
、
競
手
の
影
響

一一一…山~..'.' 

ω
下
で
契
約
に
よ
り
1
生
産
物
の
分
配
を
定
的

(
競
守
其
物
は
定
の
法
則
に
よ
b
τ
支
配
さ
れ
て
居
る
か
ら
、

つ
ま
ム
リ
共
の
法
則
は
生
産
物
分
配
の
最
後
の
規
制
者
で
あ
る
)
、
古
う
し
て
分
配
の
使
を
国
る
縛
め
に
貨
幣
、
信
用

及
び
北
(
他
の
一
定
の
手
段
ey
周
ひ
る
か
を
示
す
G

此
等
の
行
動
の
多
〈
は
質
際
に
は
幾
多
の
動
機

ω結
栄
で
ゐ
る

が
、
併
L
艇
糠
撃
は
其

ω総
て
を
只
富
山
り
慾
些
の
み
か
ら
生
起
す
る
も
の
ご
鬼
る
の
で
あ
る
。

夫
よ
b
経
梼
mf
は
‘
人
間
は
其
の
性
質
の
必
然
性
に
よ
b
て
、
抽
帽

t
の
場
合
(
上
に
逃
ぺ

L
二
つ
の
反
費
動
機

に
よ
h
て
決
定
さ
れ
る
場
合
を
除
レ
て
は
)

に
於

t
、
富
の
よ
り
少
な
き
割
前
よ
り
も
よ
り
多
き
割
前
世
選
ぶ
可

〈
、
決
定
き
れ
て
居
る
ぜ
云
ふ
前
定

ω下
で
、
上
に
越
ぺ

L
種
々
な
る
行
動
を
支
配
す
る
法
則
ぜ
研
究
す
る
。
云

ふ
ま
で
も
な
〈
如
何
な
る
経
済
唱
者
も
人
聞
は
質
際
上
右
に
越
ぺ
し
が
如
〈
に
諮
ら
れ
て
居
る
こ
・
考
へ
る
は

ど
滋
な
る
も
の
で
な
い
v
o

併
し
ぞ
う
見
倣
し
て
研
究
し
行
〈
こ
苫
が
、
郎
も
科
島
T

正
し
て
経
隣
組
T

が
必
然
的
に
ど

ら
ね
ば
な
ら
両
方
訟
で
あ
る
。
纏
て
一
の
粕
川
市
が
幾
多
の
原
因
の
協
力
に
よ
b
て
生
宇
る
場
合
に
・
北
(
等
の
原
因

を
通
じ
て
其
の
結
果
を
議
鬼
又
は
督
制
す
る
カ
eT
獲
得
せ
ん
ご
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
は
共
等
の
原
悶
を
順
々
に
考

察

L
、
其
の
法
則
を
別
々
に
探
究
せ
ね
ば
な
ら
両
o

是
れ
並
(
の
結
果
の
法
則
は
、
夫
れ
を
決
定
す
る
一
切
の
諸
原

諭

議

第
二
十
四
巷

六
五

第
四
杭

四
五

ミ
ル
の
親
消
即
時
椴
怠

-、

， ' ~ "'~ 



j占

ミ
ル
り
鞠
椀
皐
概
念

第
二
寸
四
番

論

設

E 

第
四
披

四
，、

闘
の
法
則
の
合
成
巣
で
あ
匂
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
枇
曾
に
於
け
る
人
間
が
、
彼
の
上
に
交
久
し
て
作
用
す
る
諸

穏
の
慾
望
の
下
で
、
如
何
に
行
動
す
る
で
ゐ
ら
う
か
を
判
断
す
る
持
品
仁
は
、
吾
人
は
先
づ
並
(
等
の
慾
削
岩
の
各
々

が
只
夫
れ
の
み
作
用
す
る
場
合
じ
は
、
彼
は
如
何
に
行
動
ず
る
で
め
ら
う
hr
を
事
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
恐
ら
く
は
人

閥
生
活
の
行
動
に
し
て
、
間
早
な
る
富
の
慾
昭
一
以
外
の
何
等
の
衝
動

ω、
直
接
影
響
を
も
亦
間
接
影
響
を
も
会
〈
受

り
な
い
と
一
再
ム
後
な
も
の
は
一
も
心
る
ま
い
。
そ
う
し
て
官
が
主
要
な
る
目
的
物
で
な
い
品
川
な
人
聞
の
行
動
に
閥

し
て
は
、
経
済
事
は
決

L
τ
其
の
論
結
が
遮
用
し
得
ら
れ
る
正
は
云
は
な
い
。
併
し
又
富
の
獲
得
を
圭
要
な
承
認

苫
れ
た
る
目
的
ご
す
る
人
事
の
一
定
の
諸
部
類
が
ゐ
る
。
経
済
皐
は
只
其
等
ゆ
人
事
の
諸
部
類
に
の
み
注
目
す
る

の
で
ゐ
る
。
そ
う
し

τ経
済
事
が
必
然
的
に
正
る
方
法
は
、
共
の
主
要
な
承
認
さ
れ
た
る
目
的
を
・
恰
も
唯
一
の

目
的
で
ゐ
る
が
知
〈
に
仮
定
し
て
取
扱
ふ
-
」
正
で
め
る
o

此
の
保
定
は
総
て
岡
徒
に
軍
純
な
る
M
H
定
中
.
最
古
も

真
理
に
近
づ
け
る
も
の
で
め
る
。
経
済
卒
者
は
共
の
取
扱
ふ
人
事
の
部
類
内
に
於
て
、
若
L
宮
の
慾
間
違
が
何
れ
の

他

ω慾
些
に
よ
ム
リ
て
も
体
申
告
白
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
此
の
慾
出
世
に
よ
9

て
盛
出
さ
れ
る
行
動
は

E
ん
な
も

ωで
あ
る

か
を
探
求
す
る
。
そ
う
し
て
吾
人
は
此

ω
仕
方
に
て
、
何
れ

ω
賀
行
し
符
ら

μ
る
他

ω
仕
方
よ
ム
リ
も
・
其
等
の
部

類
に
於
げ
る
人
事
の
貧
血
肌
一
い
一
府
よ
く
後
近
し
得
る
の
で
ゐ
る
o

併
し
如
何
に
よ
〈
接
近
し
得
ら
れ
る
ど
も
・
向

ほ
質
問
肌
ご
の
距
h
が
め
る
。

そ
れ
で
吾
人
は
何
れ
の
特
定
の
場
合
に
ゐ
り

τも
、
其
の
結
川
市
に
影
響
す
高
ピ
認
め

ら
れ
る
、
他
の
稲
類
の
衝
動
の
作
用
を
通
嘗
に
掛
酌
す
る
こ
正
に
よ
b
τ
、
此

ω接
近
を
修
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

.‘・
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併
L
此
等
の
修
正
は
、

只
少
数
の
最
ピ
も
重
要
な
る
場
合
(
人
口
の
原
理
の
場
合
の
如
き
も
の
)
に
於
て
、
鰹
糖
由
宇

夫
れ
自
身
の
考
究
中
に
ご
り
入
れ
ら
れ
る
ガ
り
で
め
る
Q

(

此

ω際
に
は
貨
際
的
放
呆
の
斜
め
に
、
純
科
事
的
結
論

の
厳
格
性
が
梢
々
損
は
れ
工
居
る
。
)
そ
う

L
て
官
の
追
求
に
於
げ
る
人
附
の
行
純
一
炉
、
最
小
鋒
力
u
A
ぴ
克
己
を
以

て
、
富
の
最
大
分
量
を
獲
得
せ
ん
ご
す
る
慾
望
ピ
は
異
な
れ
る
、
人
間
の
何
れ
い
mr

の
性
質
に
よ
ム
リ
て
も
亦
影
響
さ

れ
て
居
る
こ
ど
が
知
ら
れ

τ居
る
以
上
、
戒
は
推
定
さ
れ
得
る
以
上
、
経
協
胴
m

品
干
の
論
結
は
‘
他
の
原
因
に
よ
h
r
L

及
ぼ
さ
る
、
影
響
の
度
合
の
五
嘗
な
る
掛
酌
に
よ
り
て
修
正
吉
れ
る
に
非
ら
宇
は
.
現
実
な
る
出
来
事
の
説
明
或

は
漉
見
に
誼
用
さ
れ
る
こ
ご
が
出
来
な
V
で
め

ιぅ。

枇
曾
の
奥
へ
ら
れ
た
る
何
の
奴
態
に
於

τも
、
上
に
指
示
せ
る
が
如
き
性
質
の
一
般
的
命
題
か
ら

L
て
、
庚
大

な
叉
重
要
な
賞
際
的
指
導
が
求
め
符
ら
れ
る
c

そ
う

L
て
航
曾
の
一
蹴
態
り
諸
要
素
hr

ら
一
の
論
結
を
引
き
出

L
、
之
を
多
〈
の
要
素
が
同
一
で
な
い
他
の
航
路
に
適
用
せ
ん
ご
す
る
は
H

、
級
協
担
率
者
に
於

τ見
る
蕗
の
甚
に
普

通
な
誤
謬
で
あ
る
が
、
ー
か
も
其
の
語
論
を
順
次
に
推
し
戻
(
、
泊
蛍
な
る
場
底
に
新
し
き
前
提
を

z
b入
れ
る

こ
正
じ
よ
b
J
て、

一
凶
場
合
仁
役
立
て
る
論
議
の
同
じ
一
般
的
進
行
を
・
他
の
場
合
に
役
立
た
せ
る
-
』
ビ
は
困
難

で
な
い
I

O

例
へ
ば
産
業
の
生
産
物
の
分
配
の
法
則
を
、
英
闘
及
び
λ

コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
以
外
の
何
蕗
に
も
殆
八
ど
寅
行
き
れ

JL
居
な
い
前
定

(
波
川
崎
仰
鏡
町
間
部
制
丸
紅
市
民
、
働
附
十
時
州
諸
都
信
仰
諸
紅
V
H
駐
日
明
器
時

論

議

ミ
ル
山
和
済
母
腕
怠

第
二
十
四
巻

ノ、
王

相
伊
凹
披

四
4二

-、.

， . . "J 



第
四
挽

明日
F、

第
二
十
回
答

六
五
四

論

誰

ミ
ル
白
紐
商
事
概
念

る
こ
と
E
、
法
相
よ
U
A

事
寅
上
許
さ
れ
て
J

居
る
自
由
行
動
者
て
あ
る
と
一
五
λ
ζ

と
、

ハ
下
で
論
議
す
る
は
、
英
国
経
済
卒
者
の
一
般
の
習
慣
で
ゐ
っ
た
。

そ
う
し

τ彼
等
の
論
結
以
、

英
闘
の
如
く
に
構
成
苫
れ

τ居
る
枇
品
目
に
は
総
て
適
合
す
る
が
、

然
ら
F
る
枇
品
開
に
通
用
角
一

れ
る
時
は
、

怖
に
訂
正
さ
れ
る
伝
要
す
る
o
t
t
(
等

ω論
結
は
只
資
本
家
の
み
が
地
主
で

b
h
.
そ
う
し
て
勢
働
者

は
彼
等
の
財
産
で
あ
る
慮
(
奴
隷
図
に
於
け
る
如
〈
)
で
は
適
用
さ
れ
難
い
o

叉
同
家
が
殆
ん
万
全
値
的
地
主
で
あ

る
蕗
(
印
度
に
於
り
る
如
〈
)
で
も
適
用
苫
れ
難
い
v
o

叉
農
業
等
働
者
が
一
般
に
土
地
及
び
資
本
の
所
有
者
で
あ
る

慮
(
戚
々
仰
閣
に
於

τ見
ら
れ
る
如
〈
)
や
、
又
は
良
資
本
に
り
の
所
有
者
で
あ
る
蕗
(
ア
イ
戸
一
フ
V

ド
の
如
〈
)

で
も
趨
用
さ
れ
難

ν。
そ
う
し
て
今
日
の
経
隣
町
中
者
的
一
族
は
・

一
時
的
な
材
料
か
ら
永
久
的
な
建
物
を
築
き
土

げ
ん
正
企
に

τ、
一
枇
曾
の
諸
結
構
(
其

ω多
〈
は
本
来
動
悼
摘
す
る
も
の
或
は
進
歩
す
る
の
で
あ
る
)
の
不
遊
性
を

前
定
L
、
恐
ら
く
は
賞
人
が
丁
度
生
活
し
て
居
る
特
殊
な
枇
曾
朕
腿
を
除
り
ば
.
批
曾
の
何
れ
の
扶
践
に
も
適
用

し
得
ら
れ
な
U
命
題
を
、
恰
か
も
普
遍
的
及
び
絡
調
的
英
理
で
あ
る
が
知
〈
に
、
殆
ん
H

と
無
保
件
的
に
言
逃
す
る

正
一
五
ふ
非
難
は
、
属
々
正
賞
正
認
め
得
ら
れ
る
・
と
し
て
も
、

L
か
も
其
等
の
命
題
仏
、
夫
れ
が
引
き
出
さ
れ
た
る

枇
曾
の
賦
践
に
結
ぴ
附
け
て
考
へ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
告
も
其
の
倒
鏑
を
損
し
な
い
。
叉
枇
曾
の
他
の
紋
服
に
適

用
さ
れ
る
場
合
で
も
、
右
の
非
難
が
純
明
し
て
居
る
ご
思
は
れ
る
ほ
ど
、
経
済
些
は
不
完
全
な
叉
不
満
足
な
m

半
間

で
あ
る
ご
考
へ
色
れ
て
は
な
ら
泊
。
経
済
準
の
論
結
の
多
〈
は
只
局
所
的
に
異
理
で
あ
る
だ
げ
で
ゐ
っ
て
も
、
英

の
研
究
方
法
は
普
遍
的
に
適
用
L
得
ら
れ
る
。
ぞ
う
し
て
代
数
方
程
式
の
一
定
数
を
解
い
た
何
人
で
も
、
同
種
の

纏

τの
他
の
方
税
式
を
困
難
な
〈
解
量
得
る
如
〈
、
英
園
内
経
済
学
佐
知
る
何
人
も
、
総
て
の
国
民
り
経
湊
皐
を

-、.

'.， 



知
る
の
で
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